
児童生徒指導 丁寧かつ適切なコミュニケーションを通し生徒理解を深め、生徒や保護者との信頼関係を築き上げる。また、組
織として環境整備、特別活動を中心とする予防的、積極的な生徒指導を進める。

担当 生徒指導部

特別支援教育 多様な生き方を認め、個々の抱える課題を理解するとともに個に応じた支援を充実させる体制を作る。生徒特別
支援コーディネーターを複数配置し、不登校生徒の支援の強化を図る。

担当 特別支援教育部

生徒活動 生徒主体の学校集会をはじめ、学校行事や部活動を充実させ、生徒の自己肯定感を高め、活気ある学校づくり
を行う。また、各行事の企画・運営に関しては生徒主体の運営ができるよう職員体制を整える。

担当 特活指導部

特活・学習指導部

人材育成・
組織運営(働き方) 教務部を中心に職員の組織を生かした取組を行いながら、個々の職員の力を最大限に発揮させる体制を整え

る。連絡会など情報交換等を通して積極的に情報を共有し、課題に対する迅速かつ適切な対応に努める。
担当 教務部

地域との連携 地域との交流の場を校内の各委員会や部活動に提示し、地域との交流機会を設定する。また、夏季ボランティア
活動の呼びかけを全校に行い、社会貢献の大切さを伝えるとともに、地域の一員という自覚を育む。地域の力を
学校で効果的に活用するため、関係機関との連携を深める。担当 地域ボランティア担当

重点取組分野 具体的取組

知 確かな学力 学習状況調査・学校評価の結果から「わかる授業」に向けた授業改善と個に応じた学習指導を展開する
と共に、少人数指導による授業を積極的に推進し、学習の基礎基本を定着させる。

担当 学習指導部

いじめへの対応 学年連絡会やいじめ防止対策委員会を活用し、素早い情報共有に努める。また、教職員、生徒、保護者といじめ
概念を再共有し、道徳、人権教育を通して、いじめを許さない心の育成を図る。

担当 生徒指導部

徳 豊かな心 すべての教育活動を通じ、生徒の自他を大切にする心情や礼節ある態度を育てる。１～3年での平和学習
を通じ、平和の大切さを学び、平和を守る心と正しく判断する力を育成する。

担当 学習指導部

体 健やかな体 保健体育の授業や体育的行事を通して、生涯にわたり運動に親しむ資質や能力を育てる。また、保健安
全指導や福祉体験学習を通して生命を大切にする姿勢と思いやりの心を育む。

担当 保健指導部

公
開 校内行事をSDGｓの視点で見直し、身近な課題を解決するために必要な取組を推進する。また、学習内容

に関してもSDGｓと関連性を持たせ生徒の意識を高める。
担当

教育課程全体で
育成を目指す資質・能力

十日市場中 小中一貫教育推進ブロックにおける
育成を目指す資質・能力を踏まえた

「９年間で育てる子ども像」と具体的取組ブロック

<望ましい生活習慣を継続する力>
<学び続ける意思>
<表現する力>
<受容する力>

十日市場小学校
新治小学校
三保小学校

中
期
取
組
目
標

○授業力向上を目指すとともに、学校と家庭における学習を大切にする生徒を育てます。
○生徒理解に基づいた寄り添う指導を定着させ、他人に迷惑をかけず、善悪を正しく判断できる心身共に健康な生徒を育てます。
○保護者や地域との連携に努め、社会の一員としての自覚を持ち、将来を自己決定できる生徒を育てます。
○職員の組織力を高め、生徒が主体となる活動を充実させる中で、活力と魅力あふれる学校づくりを推進します。

自他を尊重しながら、地域や人との関わりの中で、自ら進んで学
び、積極的に社会に貢献する子ども。

・小中学校相互の授業参観や生徒会、部活動等の交流
・教科交流や、各行事における児童、生徒交流の推進
・小中の各担当による連携会議、地域行事（ﾛｰﾄﾞﾚｰｽ）の開催
・交流会等を核として職員間の顔の見える関係の構築

838 人 主な関係校： 十日市場小学校、新治小学校、三保小学校

柴田まなぶ 2 学期制 一般学級： 22 個別支援学級：

SDGｓの推進

横浜市立 十日市場中学校 令和 4 -

学
校
教
育
目
標

＜自ら学び、つながり、共に生きる。＞
１．自ら学び続ける意思と正しく判断する力を育てます。
２．豊かな心を養い、社会でつながる力を育てます。
３．自他の命を大切に、共に生きる心を育てます。

学校
概要

創立 61 周年 学校長 永山　博幸 副校長
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児童生徒数：

6


